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大井川

		区分		対策内容		地区 チク		工程

								短期(R3～R7)										中期(R8～R12)										中長期(R13以降)

		氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策		河道掘削・樹木伐開

↓
100% カドウ クッサク ジュモク バッカイ		飯淵・川尻地区 イイブチ カワジリ チク		下流部（枇杷島下流）																				下流部（枇杷島上流）







				築堤 チクテイ		神座地区 カミ ザ チク																						上流部、矢田川





				堤防強化 テイボウ キョウカ		川尻地区 カワジリ チク																						上流部、矢田川

						鎌塚地区 カマツカ チク

						神座地区 カミ ザ チク

						飯淵・中島地区 イイブチ ナカジマ チク

						相川地区 アイカワ チク

						上泉地区 カミイズミ チク

						神座地区（神座上流） カミ ザ チク カミ ザ ジョウリュウ

						源助～相賀地区 チク

						川尻～牛尾地区 チク

				利水ダム等１５ダムにおける事前放流等の実施　		長島ダム ナガシマ





		被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策		河川防災ステーションの活用		静岡河川事務所、焼津市、吉田町 シズオカ カセン ジムショ ヤイヅシ ヨシダチョウ





				マイタイムラインの活用		静岡河川事務所、静岡県、島田市、焼津市、藤枝市、牧之原市、吉田町、川根本町 シズオカ シズオカ シマダシ ヤイヅシ フジエダシ マキノハラシ ヨシダチョウ カワネホンチョウ





				水防災教育教材等を活用した、小中高等学校等への
水防災授業の実施		静岡河川事務所、静岡県、島田市、焼津市、藤枝市、牧之原市、吉田町、川根本町 シズオカ シズオカ シマダシ ヤイヅシ フジエダシ マキノハラシ ヨシダチョウ カワネホンチョウ







　　　　　　　　　　　河川防災ステーションの活用



安倍川



		区分		対策内容		地区 チク		工程

								短期(R3～R7年度)
1/10以上～1/50以上(※1) ネンド イジョウ イジョウ										中期(R8～R12年度)
1/50以上～1/50以上(※1) ネンド				中長期(R13～R19年度)
1/50以上～1/50以上(※1) ネンド				中長期(R12～R19)
1/50～1/50

		氾濫をできる
だけ防ぐ・減らすための対策		河道掘削
18%
↓
100% カドウ クッサク		手越地区 テゴシ チク

						下川原地区 シモガワラ チク



				堤防整備
78%
↓
83% テイボウ セイビ		俵沢地区 タワラ サワ チク

						安倍口地区 アベグチ チク

						与左衛門新田地区 ヨザエモン シンデン チク

						門屋地区 カドヤ チク

				侵食対策 シンショク タイサク		安倍口地区 アベグチ チク

						慈悲尾地区 ジヒ ビ チク

						下川原 シモガワラ

						藁科川 ワラシナ カワ

		被害対象を減少させるための対策		二線堤の維持		静岡河川事務所 シズオカ カセン ジムショ





		被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策		マイタイムラインの活用		静岡市内 シズオカシ ナイ





				水防災教育教材等を活用した、小中高等学校等への水防災授業の実施		静岡市内 シズオカシ ナイ







16.4%

100%

100%

100%

100%

0%

100%

100%

0%

100%

100%

0%

0%

50%

100%

0%

100%



安倍川（R3概算）

				段階的な
整備手順 ダンカイテキ セイビ テジュン		目標とする
安全度 モクヒョウ アンゼンド		対策内容 タイサク ナイヨウ		地区 チク		予算 ヨサン								短　期 タン キ										中 期 ナカ キ		中長期 チュウ チョウキ		備考 ビコウ

														H30		R1		R2		R3		R4		R5		R6		R7		R8～R12		R13以降 イコウ

				■下流部 カリュウブ		概ね1/20 オオム		河道掘削 カドウ クッサク		中島、下川原 ナカシマ シモカワハラ		通常 ツウジョウ																						洪水ハード⑧

				　（藁科川合流部
　　　～河口地点） ワラシナ ガワ ゴウリュウ ブ カコウ チテン		→1/50		河道掘削 カドウ クッサク		手越、南安倍～桜町、下川原 テゴシ ミナミ アベ サクラチョウ シモカワハラ		臨特 リン トク																						洪水ハード⑨

								河道掘削 カドウ クッサク		足久保、門屋 アシクボ カドヤ		通常 ツウジョウ

				　（足久保川合流部
　　　～藁科川合流地点） アシクボ カワ ゴウリュウ ブ ワラシナ ガワ ゴウリュウ チテン		→1/50		堤防整備 テイボウ セイビ		安倍口 アベグチ																								洪水ハード⑩

				■上流部 ジョウリュウブ		概ね1/40 オオム		完成堤 カンセイ テイ		牛妻 ウシヅマ		通常 ツウジョウ																						洪水ハード④

				　（玉機橋～
　　　足久保川合流地点） タマ キ バシ アシクボ ガワ ゴウリュウ チテン		→1/50		完成堤 カンセイ テイ		俵沢 タワラ サワ		通常 ツウジョウ																						洪水ハード⑦

				■中流部 チュウリュウブ				低水護岸整備 テイズイ ゴガン セイビ		堤町 ツツミチョウ																								洪水ハード①

				■上流部
（玉機橋～足久保川合流地点） ジョウリュウブ				低水護岸整備 テイズイ ゴガン セイビ		門屋、郷島 カドヤ ゴウジマ		通常 ツウジョウ																						洪水ハード②、⑤

				■全川 ゼンセン				低水護岸整備 テイズイ ゴガン セイビ				通常 ツウジョウ

				■藁科川 ワラシナ ガワ				低水護岸整備		全川 ゼン カワ		通常 ツウジョウ																						洪水ハード⑭

				■安倍川 アベカワ				河岸防護施設整備 カガン ボウゴ シセツ セイビ		本川9箇所 ホンセン カショ		通常 ツウジョウ																						H29:試験施工実施
H29～R1:モニタリング
R1:評価　　R2:本施工 シケン セコウ ジッシ ヒョウカ ホン セコウ

				■全川 ゼンセン				堤防耐震 テイボウ タイシン

								水門・樋管耐震 スイモン トイ カン タイシン				通常 ツウジョウ

				■上流部　
（玉機橋～足久保川合流地点） ジョウリュウブ				浸透対策 シントウ タイサク		俵沢 タワラ サワ		臨特 リン トク																						洪水ハード⑥
油山：照査の結果対策不要 ユヤマ ショウサ ケッカ タイサク フヨウ

				■安倍川1箇所 アベカワ カショ				河川防災拠点整備 カセン ボウサイ キョテン セイビ		福田ヶ谷 フクダガヤ		通常 ツウジョウ

				■藁科川2箇所 ワラシナ カワ カショ				堤防延伸等 テイボウ エンシン トウ		牧ヶ谷霞堤
久住谷川合流点 マキガヤ カスミ テイ ヒサ ス タニ カワ ゴウリュウテン		通常 ツウジョウ



								流砂池整備等 リュウ サチ セイビ トウ		蕨野
中河内 ワラビ ノ ナカ カワ ウチ		通常 ツウジョウ																						新たな水系砂防と
河川改修事業連携の推進 アラ スイケイ サボウ カセン カイシュウ ジギョウ レンケイ スイシン



耐震照査の結果、要対策であれば対策を実施

危険度の高い箇所から順次対策を実施

養浜事業・砂利採取等と調整し実施

養浜事業・砂利採取等と調整し実施

養浜事業・砂利採取等と調整し実施

整備計画メニューのうち、危険度の高い箇所から順次対策を実施

耐震照査の結果、対策の必要なし

モニタリング

新たな計画検討

整備計画の変更

評価

本施工

砂防基本計画の変更検討



大井川（R2概算）

				項目 コウモク		段階的な
整備手順 ダンカイテキ セイビ テジュン		目標とする
安全度 モクヒョウ アンゼンド		整備
メニュー セイビ		地区 チク		予算 ヨサン								短　期 タン キ										中　期 ナカ キ		中長期 チュウ チョウキ		備考 ビコウ

																H30		R1		R2		R3		R4		R5		R6		R7		R8～R12		R13以降 イコウ

				量的整備 リョウテキ セイビ		■下流部 カリュウブ		概ね1/20 オオム		河道掘削 カドウ クッサク		飯淵、川尻 ハブチ カワジリ		通常 ツウジョウ																						洪水ハード①、⑩ コウズイ

						　（大幡 ～ 河口地点） オオハタ カコウ チテン		→1/50

						■上流部 ジョウリュウブ		概ね1/10 オオム		狭窄部開削 キョウサク ブ カイサク		牛尾 ウシオ																								洪水ハード⑯

						（牛尾・神座） ウシオ カンザ		→1/50		完成堤 カンセイ テイ		神座 カンザ		通常 ツウジョウ																						洪水ハード④、⑤、⑦、⑧

										河道掘削 カドウ クッサク		神座 カンザ		臨特
通常 リン トク ツウジョウ																						洪水ハード⑮

						■全川 ゼンセン				樹木伐採 ジュモク バッサイ				臨特 リン トク

				侵食
対策 シンショク タイサク		■中流部
（金谷 ～ 大幡） ナカ カナヤ オオハタ				低水護岸整備 テイズイ ゴガン セイビ		鎌塚 カマツカ		通常 ツウジョウ																						洪水ハード⑫

						■上流部 ジョウリュウブ				低水護岸整備 テイズイ ゴガン セイビ		赤松 アカマツ		通常 ツウジョウ																						洪水ハード③

						（牛尾・神座） ウシオ カンザ				低水護岸整備 テイズイ ゴガン セイビ		神座 カンザ		通常 ツウジョウ																						洪水ハード⑥

						■全川 ゼンセン				低水護岸整備 テイズイ ゴガン セイビ				通常 ツウジョウ

				耐震
対策 タイシン タイサク		■全川 ゼンセン				堤防耐震 テイボウ タイシン

										樋管耐震				通常 ツウジョウ

				質的
整備 シツテキ セイビ		■下流部
（大幡 ～ 河口地点） カリュウブ				浸透対策 シントウ タイサク		川尻 カワジリ																								洪水ハード⑪

						■上流部
（牛尾・神座） ジョウリュウブ				浸透対策 シントウ タイサク		神座 カンザ																								洪水ハード⑨
見直しにより対策不要 ミナオ タイサク フヨウ

						■全川 ゼンセン				浸透対策
パイピング対策 シントウ タイサク タイサク				通常 ツウジョウ

				防災
ＳＴ ボウサイ		■下流部 カリュウブ				河川防災ＳＴ整備 カセン ボウサイ セイビ		川尻 カワジリ		通常 ツウジョウ																						H30：物件補償
H30～R2：敷地造成、外構工事
R3：備蓄資材
 ブッケン ホショウ シキチ ゾウセイ ビチク シザイ

						　（大幡 ～ 河口地点） オオハタ カコウ チテン				河川防災ＳＴ整備 カセン ボウサイ セイビ		中島 ナカジマ		通常 ツウジョウ																						H29：用地補償
H29～R2：敷地造成、外構工事
R3：備蓄資材
 ヨウチ ホショウ シキチ ゾウセイ ビチク シザイ

				防災
拠点 ボウサイ キョテン		■上流部
（牛尾・神座） ジョウリュウブ				防災拠点整備 ボウサイ キョテン セイビ

				環境
整備		■宝来地区 チク				水辺整備事業 ミズベ セイビ ジギョウ		宝来		通常 ツウジョウ

				合流点対策 ゴウリュウテン タイサク		■上流部 ジョウリュウブ				樋管 ヒカン		神座 カンザ		通常 ツウジョウ

										相賀谷川合流点対策 アイガ ヤ カワ ゴウリュウ テン タイサク		神座 カンザ		通常 ツウジョウ

										河川敷道路整備 カセンジキ ドウロ セイビ		神座 カンザ		通常 ツウジョウ

				ダム		■上流部
（長島ダム） ジョウリュウブ ナガシマ				長島ダム再開発　or
新規洪水調節施設　　 ナガシマ サイカイハツ シンキ コウズイ チョウセツ シセツ				通常 ツウジョウ



				【参考】粘り強い構造の海岸堤防及び盛土 サンコウ ネバ ヅヨ コウゾウ カイガン テイボウ オヨ モリド



海岸事業等と調整し実施

H29耐震照査の結果、対策の必要なし

危険度の高い箇所から順次対策を実施

大井川河道整備検討会

H29耐震照査の結果、対策の必要なし

必要であれば再対策を実施

R1総合土砂管理計画策定予定

整備計画の検討

整備計画の変更

敷地造成、、外構工事完

備蓄資材完

備蓄資材完

Ｒ１６完予定

敷地造成、、外構工事完
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